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１．はじめに

ダムが生みだす生態系を科学的に把握し、水源地域
の保全のあり方を探求することを目的とする「水源地
生態研究会」は、1998年から10年間にわたり活動した「水
源地生態研究会議」を継承し、2008年5月に設立された。
同研究会は、2008年度から2012年度までの5年間（こ
れを前期とする）の成果について、2013年度にとりま
とめを行った（水源地生態研究会、2014）。2012年度ま
でのこの研究会の経緯及び成果概要は、本所報におい
て既に報告したとおりである（一柳ほか、2015）。2013
年度には、組織改編を行い、2014年度から2018年度ま
でを後期として研究活動を行った。その成果は2019年

度にとりまとめられた（水源地生態研究会、2020）。
本稿では、まず、2008年度からの水源地生態研究

会の組織を概観し、次に、水源地生態研究会の2019
年度に作成された報告書（水源地生態研究会、2020）
をもとに、2014年度から2018年度までの活動を総括
する。なお、本稿では、個人の敬称は割愛した。また、
2014年以降に公表された査読を受けた論文の一覧を、
報文の末に掲載した。煩雑になることを避けるため、
本文中では、個々の論文の引用は行わなかった。なお、
ここで紹介する研究成果概要は、水源地生態研究会の
報告書から抜粋している。研究成果は、研究を行った
各委員に帰属するものの、本稿自体の文責は、著者ら
にあることを申し添える。
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ダムが生みだす生態系を科学的に把握し、水源地域の保全のあり方を探求することを目的とする「水源地
生態研究会」は、2008 年に設立された組織である。この研究会では、2 つの委員会（水域を中心的な対象
とする水圏生態研究委員会と、陸域を中心的な対象とする陸上生態研究委員会）を設置し、研究を進めた。
2008 〜 2012 年度を前期として 7 研究グループで研究を行い、2013 年に中間的に成果をとりまとめ、組織の
一部改変を行った。2014 〜 2018 年度は後期として研究を続けた。この後期には、「ダム湖生態系研究グルー
プ」、「ダム下流生態系研究グループ」、「周辺森林研究グループ」、「分断影響研究グループ」、「初期変化研究
グループ」、及び「データ活用研究グループ」の 6 グループ体制で、ダム湖や周辺の基礎生態学的及び応用
的な研究を行った．その成果を 2019 年にとりまとめた。
キーワード：水源地生態研究会、ダム湖と河川の生態系、応用生態工学、水源地域

The Watershed Ecology Research Group was established in 2008 for the scientific researches on the effects of dams on 
rivers and surrounding areas and looking for an ideal state of the watershed areas for the conservation of biologically 
diverse river basins. Two research committees were organized within the research group. One committee mainly deals 
with aquatic ecosystems and the other with terrestrial ecosystems. The research was conducted by seven research 
groups in the first semester （2008-2012）, with interim results compiled in 2013 and some organizational changes made. 
The research was continued as a second semester （2014-2018）. The following subjects have been studied in this second 
semester: limnological feature of reservoirs; dam influences to downstream ecosystem and the mitigation of influences; 
fragmentation of aquatic organism populations and the viability of these populations; the ecosystem interaction between 
reservoirs and their surrounding forests; construction of the database for the ecology of watersheds and reservoirs. The 
results were compiled in 2019.
Key words：�Watershed Ecology Research Group, ecosystem of dam lakes and dammed rivers, ecology and civil 

engineering, watershed area
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2．水源地生態研究会の組織

2008 〜 2012年度の水源地生態研究会では、2委員
会に属する7研究グループで研究が行われた。一つ目
の委員会は、水域を扱う水圏生態研究委員会、二つ目
の委員会は、ダム湖周辺の陸上を扱う陸上生態研究委
員会である。委員会は、所属する研究グループ間で研
究テーマの調整を行い、研究会全体を統括する。委員
長は、それぞれ、谷田一三、江崎保男が務めた。また、
アドバイザー体制を構築し、研究活動や運営について
の助言を受けられる体制となっていた。実動的に研究
を進める組織として、両委員会の下に特定の課題を研
究する、あるいは同じダムをフィールドで研究するも
のが研究グループとして配置された。各研究グループ
の所属委員会及び目的は、以下のとおりであった。

�ダム湖と下流の生態研究グループ（水圏生態研究委
員会）：ダムの下流生態系への影響の評価、及び影
響を軽減する方策の評価に関する普遍的な仕組みを
作る。
�流域物質循環研究グループ（水圏生態研究委員会）：
河川にダムができることを流域レベルで評価する枠
組みを作る。
�三春ダム研究グループ（水圏生態研究委員会・陸上
生態研究委員会）：試験湛水以来、さまざまなデー
タの蓄積がある三春ダム（福島県）において、三春
ダムをフィールドとして研究する。とくにダム湖沿
岸帯生態系とダム湖内生態系に焦点をあてる。
�データ活用研究グループ（水圏生態研究委員会・陸
上生態研究委員会）：全国のダムで取得されている
データをデータベース化し、横断的な解析を行う。
�嘉瀬川ダム研究グループ（陸上生態研究委員会）：
試験湛水が開始される嘉瀬川ダム（佐賀県）におい
て、試験湛水前後の変化、初期的におこる変化、試
験湛水を利用した研究を行う。
�周辺森林研究グループ（陸上生態研究委員会）：ダ
ム湖と周辺森林の相互作用を解明する。
�環境経済研究グループ（水圏生態研究委員会・陸上
生態研究委員会：社会的な意思決定の手助けになる
よう、河川の持つ生態系サービスとダム事業による
それらへの影響の経済的評価を行う。

各研究グループにおける成果は既報（一柳ほか、
2015）のとおりである。その成果やそれまでの研究
会運営に関するアドバイザー等からの意見を踏まえ、
2013年度に組織の改編について議論が行われた。こ
の議論については、委員長、グループ長、アドバイザー

が集まり、意見を交わした。この議論において、2委
員会による研究調整機構、及びアドバイザー体制はそ
のまま維持され、グループ構成と各グループの研究目
標が再検討された。このとき、2008 〜 2012年度の研
究内容に関するグループ間の重なりが課題となった。
また、三春ダムや嘉瀬川ダムで行ってきた研究が、ダ
ム間の比較研究など単一のダムでとどまらなくなって
きたこともあり、グループの名称は目的を表すものと
された。その結果、以下の6グループ構成となった。

�ダム湖生態系研究グループ（水圏生態研究委員会）：
ダム湖生態系の特性を把握し、生態系の管理手法を
提案する。
�ダム下流生態系研究グループ（水圏生態研究委員
会）：ダムの下流生態系への影響の評価、及び影響
を軽減する方策の評価に関する普遍的な手法を提案
する。
�周辺森林研究グループ（陸上生態研究委員会）：ダ
ム事業が周辺陸域に及ぼす影響を把握する。
�分断影響研究グループ（水圏生態研究委員会）：ダム
により分断化された生物個体群への影響を評価する。
�初期変化研究グループ（水圏生態研究委員会・陸上
生態研究委員会）：試験湛水後に初期的に起こる変
化を把握する。
�データ活用研究グループ（水圏生態研究委員会・陸
上生態研究委員会）：ダム水源地に関するデータベー
スを構築管理し、それを用いた全国的な比較研究を
行う。

ダム湖、ダム下流、周辺陸上（おもに森林）という
場所を扱う3グループ、分断及び初期的な変化という
現象を扱う2グループ、横断的なデータベースを扱う
グループという構成になっている。

また、研究会発足以降5年を経過し、基礎的な研究
のみにとどまらず、成果をダム管理へ反映していくこ
とを目指し、従来からの目的である「研究会の目的は、
ダムが生みだす生態系を科学的に把握し、水源地域の
保全のあり方を探求することとする」に、「なお、成
果は実際のダムの環境問題の解決に資することに留意
する」という文章を規約の目的に追加記載した。

研究期間は、2014 〜 2018年度とし、2019年度に成
果をとりまとめた。

3．2014 年度〜 2018 年度の成果

a） ダム湖生態系研究グループ
ダム湖本体及びそのエコトーンは、自然湖沼と比較
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すると、湖の地形や運用などに由来する特殊な陸水学
的・生態学的特性を持つと考えられる。ダム湖生態系
研究グループでは、ダム湖内の水循環、陸水学的特性、
生物群集を明らかにすることを目的として研究を行っ
た。また、ダム湖沿岸植生の発達要因、沿岸植生の生
態系機能、水位変動の湖沼生物群集に対する直接的・
間接的影響についても研究した。調査は、おもに三春
ダム（福島県）で行った。

水位変動帯あるいは水陸移行帯に成立していたタチ
ヤナギ林について、その成立過程を前期の研究で明ら
かにしたが、その遷移過程を追跡調査し、ヤナギ林の
劣化を確認した。また、それと関連して、植物が受け
るストレスの評価手法を確立し、水位が低下する夏季
に乾燥によるストレス強度が上昇することを明らかにし
た。タチヤナギ林のアレチウリやオオオナモミへの遷移
を確認した。また、干出時のヤナギ林の昆虫類を中心
とした無脊椎動物による利用と、地上徘徊姓昆虫相の
季節変化についてもゴミムシ類を中心に明らかにした。

オオクチバスのような侵略的な外来種の制御・管理
手法を開発し、三春ダムなどで実装した。湖内の水質
プロファイルの季節変動を調査したほか、水温躍層を
含む水体の微流速と微粒子の動態を明らかにした。曝
気など水質保全手法の評価など、ダムの水質管理に直
接関わる研究も実施し、水の循環に伴う明暗交換サイ
クルによって一次生産の量が異なることを明らかにし
た。マンガンなどの金属元素の、河川・ダム湖系にお
ける挙動について、調査と分析を行い、湖底からの重
金属類の溶出とダム下流河川における沈降を確認し
た。気候変動（温暖化）の影響予測を行い、それに対
するダム集水域管理の重要性を指摘した。

通常、釣り等に用いられる簡易的な魚群探知機及び
音波の強さや減衰を補正して定量性を確保した計量魚
群探知機を用いて、湖内の魚類の密度や分布を推定す
る新手法の活用を見いだし、また、アオコなどの藻類
群体の観測にも、上記の魚探が有効なことを見出した。

b） ダム下流生態系研究グループ
ダム下流生態系研究グループは、ダムの下流生態系

への影響の評価、及び影響を軽減する方策の評価に関
する仕組みをつくることを目的とした。河川は、水だ
けでなく土砂やその他物質が、時間的に変動しなが
ら流下している（要素の経路と輸送量＝フラックス）。
ダムがあると、ダム貯水池、ダムの運用、ダム下流の
河道景観の特徴に応じてこのフラックスは変化すると
考えられる（フィルター効果）。これらのフラックス
と生態系の機能やサービスとの関係を定量化すること

により、ダムの影響評価と影響軽減策評価が可能にな
る。研究としては、ダムができる山地河道の特性につ
いて基礎的事項を把握し、ダムによるフラックス変換
の実態と要因を明らかにした上で、下流への影響の評
価と保全策の提示を行った。

まず、ダムが作られる山地河道を、流域地質に依存
する河床形状や堆積する河床材料の粒度分布によって
特徴づけ、類型化した。

ダムや貯水池によるフィルター効果については、全
国のダムのデータから、水質や水温を中心に、流入・
流出の変化について、パターン化した。一方、特定の
ダム（大滝ダム）では、ダム建設前の期間、ダム堤体
が完成し湛水する前の土砂だけが不連続となった期
間、洪水調節と土砂の遮断という異なる3期間での底
質及び底生生物相の変化を用いて、河川生態系変遷を
系統的に比較した。

ダム下流生態系の変質としては、ダム直下でのフ
ラックス変化の直接影響が顕在的なものとして、魚類
の生息場と餌環境、付着藻類（一次生産）及び底生生
物の生活環への影響が明らかにされた。また、ダム直
下での一次生産の変化を実験的に調べたほか、発電取
水のある小規模堰堤の下流では減水が生産・呼吸にお
いて生態系の変化をもたらすことが例示された。また
比奈知ダム下流域での河床構成、底生生物相の試験湛
水時からの変化が報告された（水源地生態研究会議流
況変動研究委員会当時からの継続調査）。

流況・土砂環境が移動床過程と植生動態を介しても
たらす河道の景観変化に関わるものとしては、粒状体
有機物フラックスの挙動が取り上げられた。フラック
スの変化が河道の物理的特性を介し生態系に影響する
事象については、わんどや瀬・淵に代表される魚類の
生息適性に関連して河道形状の指標化が提案され、土
砂の連続性、洪水履歴のもとでのその変遷が議論され
た。また、洪水履歴と土砂供給状況が魚類生息場や河
道内植性（樹林化）にかかわる様相と捉え、その制御
から見た河川生態系の修復を考える道筋を整理し提案
した。特に、本研究グループが個別研究でもかかわっ
た淀川水系木津川と矢作川の総合土砂管理としての課
題を取り上げ、個別の水源地生態研究がそのような場
面でこれらに生かされるか否かを議論した。

c） 周辺森林研究グループ
ダム湖には周辺森林から、おもに河川を通じて、大

量の有機物が流れ込む。その一方ダム湖からは、これ
ら有機物起源の栄養塩が生物によって陸上にもちださ
れていると推測される。湖内では陸上あるいは河川起
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源のデトリタス（落ち葉や死体などの生きていない有
機物）が腐食連鎖を通じて栄養塩に分解されて、陸生・
水生の植物体に移行し、それを陸上・水生昆虫が食い、
さらにこれらが鳥や魚に食われて最終的に周辺森林に
戻ると考えられる。周辺森林研究グループは、こういっ
た栄養塩の動きをとおして、ダム湖と周辺森林の相互
作用を解明することを目的とした。また、ダム湖と周
辺森林との相互関係は、各地域の潜在的な特性により
異なると考えられる。その普遍化を目指して、日本の
ダム湖と河川の特性の類型化を試みた。とくに、日本
の多くのダムが立地する山地河道の特性の地形・地質
を視点にした。

兵庫県の菅生ダムを調査地とし、ダム湖上流域・ダ
ム湖・直下流・下流で、水生昆虫の成虫調査を行った
結果、羽化のピークはダム湖を除いて6月から7月に
あること、冬期はダム湖を除いてほとんど羽化がみら
れないこと、一方、ダム湖では厳冬期も含めて周年、
主にユスリカを中心とするハエ目が羽化している事実
を発見した。鳥類調査の結果、森林性鳥類の多くが、
繁殖期には林内のチョウ目に依存しているものの、秋
期から冬期にかけてはメジロが水域起源のハエ目をか
なり採っていることが示された。冬期のダム湖でユス
リカを採っていることがわかったのは、水生昆虫の動
態とあわせて興味深く、ダム湖の誕生が水域から陸域
への持ち出しに影響を与えていることを示している。

また、近年ダム湖において増えているミサゴについ
ては、ダム湖における採餌による持ち出しを定量的に
明らかにした。

ダムが建設される山地河道については、地学的な観
点から「構造運動」「地質」「降水量」の3要素が、そ
の形状を決めているとの仮説を立てた。それを踏まえ、
工学的な観点から全国の「河川の類型化」と菅生ダム
の位置づけを行った。

d） 分断影響研究グループ
ダムによる水生生物の移動分断は、ダム湖と自然湖

沼を比較した場合の本質的な違いであると考えられ
る。移動分断により水生生物個体群の孤立化を進め、
また、ダムの存在や管理の影響によってハビタットが
変質することと合わさって、水生生物の局所個体群、
ひいては流域個体群（メタ個体群）構造に影響すると
考えられる。分断影響研究グループでは、ダム等によ
る分断の影響について実態を把握、個体群存続性に関
するモデルを作成、また、ダムの分断化が流域個体群
に与えるいろいろなレベルにおける影響を定量化した
ハザードマップを作成した。

魚類の局所集団がどの程度小さくなると絶滅するか
を数値で示した。そして、これをもとに、四国の河川
について絶滅確率が高いと推測される地域を地図上に
示した。また、四国の河川を対象にして、主要淡水魚
と底生動物の生息域と密度分布から、局所での存続可
能性評価を試みた。結論としては、治水・利水ダム群、
砂防ダム群、農業用取水堰を含む、河川横断構造物に
よる分断は種個体群の存続に関わるというよりも、局
所個体群の絶滅をもたらしていると推定された。

局所個体群の絶滅は、流域河川生態系の機能群の局
所的欠落を引き起こし、生態系の機能に大きな影響を
及ぼす可能性が見出された。また取水堰による分水は、
河川水の性質の変化を引き起こし、その結果、一次生
産者や一次消費者に大きな影響を与えていると考えら
れた。機能群の欠落は河川の健全性の低下に結びつく
ため、河川生態系モデルを開発し、機能群の構造の効
果を評価した。その結果、構造の多様性が一次生産速
度と物質の流入のバランスに大きな効果をもつことが
明らかとなった。特に後者は、河川内を物質がスムー
ズに落下するために必要であることがわかった。また
これらのことを基に、四国の大きなダムのある河川生
態系に関して、生態系のハザードマップを作成した。

e） 初期変化研究グループ
ダム事業では、堤体工事が終了するとダム湖に貯水

する。最初は、試験湛水として行われるが、貯水する
ことに伴い、ダム湖、河川、周辺陸上の生態系に大き
な影響をあたえると考えられる。初期変化研究グルー
プでは、ダムの最初の湛水直後、及び数年以内とい
う時間スケールで起こる現象に焦点をあてた。調査
は、嘉瀬川ダム（佐賀県；2010年10月試験湛水開始、
2012年4月管理開始）で行った。

ダムの湛水以前からのモニタリングを継続し、ダム
事業の経過に伴う生態系変化の実態と変化のスピード
を、ヤマメなどの淡水魚を含む河川・ダムの水域生態
系、テン（糞の分布）や虫こぶ昆虫系（アオキ、タマバエ、
コマユバチの三者）などを中心とする陸上生態系につい
て明らかにした。水域については、試験湛水により新
たに侵入した中下流性魚種が湛水前にはいなかった流
入河川に定着したこと、及び漁協権がなくなったことに
より、ヤマメの不適切な放流がされ、在来のヤマメやそ
の他魚種の動態に影響を及ぼしたことを明らかにした。

陸域についてはテンの密度が一時的に減少するもの
の、最終的には回復すること、また試験湛水による浸
水域では、虫こぶをめぐる三者系に変化が見られるこ
とが明らかになった。
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ダム湖の水質については、上流域の土地利用が大き
く影響すること、副ダムは、その緩衝機能によって、
水質の安定に寄与していること、さらに貯水池の曝気
装置が効果を発揮していることなどが示唆された。ま
た、ダム湖が産生する粒状有機物（湖沼プランクトンと
思われる）によって、下流の濾過食者の食性が変化し
ている可能性が、安定同位体比の分析から示唆された。

また、ダム事業が地域住民の生活の改変を介して生
態系変化をもたらすことを予測した。アンケートと聞
き取り調査によって、ダム事業による社会環境の変化
が起こり、通耕（通勤耕作）と森林管理の変化が生態
系に大きな影響を与えうることを示した。

f） データ活用研究グループ
全国には数千にのぼる貯水ダムがあり、各管理者は

流量、水位、水温・水質、ダム湖や周辺に生息する生
物相などのデータを継続的に取得している。これらの
データを集約して整理することで、全国レベルの横断
的な解析が可能になる。データ活用研究グループは、
各事務所に分散しているこれらの貴重なデータをデー
タベース化すること、そして全国レベルの解析を行う
こと、管理事務所での新たなデータ取得方法の提案を
することを目的とした。

ダム湖流域のデータベースの構築については、河川
水辺の国勢調査と河川環境に関するデータを組みわせ
たダム水源地データベースを構築し、このメタデータ
を整理した。河川水辺の国勢調査に関しては、現状の
課題を整理し、国勢調査の体系化を図る手法の検討を
行った。浮かび上がった課題については、2018年よ
り応用生態工学会で自由集会を企画し、公の場で国土
交通省などデータ管理主体と意見交換し、データベー
スとその公開について実際的な改善に寄与した。

流木・流砂量の関係と河道樹林化、気候変動の影響
については、全国のダムで観測された流木除去量なら
びに土砂堆積量に関するデータベースを構築した。さ
らに、河床横断形状の経年変化や樹林化データを国土
交通省からデータの提供を受け、その変化を整理し
た。その結果、流木や土砂の流出量は、緯度にしたがっ
て異なる応答を示すこと、下流域で流出量が低下する
ことが明らかになった。また、高度経済成長期である
1960年ごろから平均して河床が年2cm程度低下して
いると考えられ、現在も続いていると推定できた。

河道の樹林化も全国で進行しており、河床低下から
10年〜 20年程度遅れて顕著になっていた。河道の樹
林化と鳥類群集の変化について、鳥類の全国分布の5
年間の変化を解析した結果、全国規模で森林性鳥類は

増加している一方で、砂礫性鳥類は減少していること
が明らかになった。

ダムによる魚類群集の分断化影響評価については、
魚類の形質データベースを作成し、ダムの上流と下流
の魚類相比較を行った。ダム上下流で形質全体の違い
を比較したところ、ダム堤体の高さのみにおいて、そ
の影響が検知できた。

管理ダムにおけるデータ取得手法については、近
年発展しつつある環境DNAの利用を検討した。環境
DNA検出率の時空間変動に関する調査の結果から、
環境DNAの調査は対象種あるいは生息種の多くに
とっての繁殖期に、岸で採水を行うことで検出率を高
めることができることがわかった。また、メタバーコー
ディングでは生息魚種のほぼすべてを網羅できた。こ
の場合、必要な調査地点数や調査の回数はダム湖の形
状やそこに生息する魚類相によって異なると考えら
れ、今回のデータから、生息魚種全種を把握するため
に必要となる調査箇所数及び調査回数を提案した。 

4．成果の公表と活用

各研究の成果は、学術雑誌等に論文として公表され
ている（付録-1参照）。学術的な議論と研究成果の公
表のため、応用生態工学会の大会において、トピック
ごとに自由集会を実施し、成果の公表とこれからの研
究について議論を行った。実施した集会は、以下のと
おりである。

・�応用生態工学会　第18回　東京大会「ダムによる
水生生物個体群の分断と陸封」（2014年9月18日）

・�応用生態工学会　第18回　東京大会「ダム湖に外
来魚対策」（2014年9月19日）

・�応用生態工学会　第19回　郡山大会「応用生態工
学からダム管理を考える」（2015年9月11日）

・�応用生態工学会　第20回　東京大会「ダム下流河
川の生物群集の特性とその要因」（2016年9月2日）

・�日本緑化工学会・日本景観生態学会・応用生態工
学会　3学会合同大会　ELR2017名古屋「河川・
ダムに関するデータベースの活用と課題」（2017
年9月22日）

また、水源地生態研究会6研究グループの総括とし
て、応用生態工学会内でシンポジウムを実施した。

・�応用生態工学会　第23回　広島大会「ダム湖・ダ
ム河川の応用生態工学〜水源地生態研究会この
10年の研究から〜」（2019年9月28日）

上記は、主に研究者を対象としたものであるが、研
究成果を環境管理や生態系保全につなげるためには、



8180

ダム管理者やそれに関連する技術者に成果を普及し、
相互的な議論を行う必要がある。そのために、地方に
おいて、ダム管理者やコンサルなどの技術者を対象と
する以下のセミナーを実施した。

・�「ダム湖生態系に関するセミナー：ダム湖沿岸帯（エ
コトーン）の生態系とその管理」（2016年11月22日）
仙台市（主催：水源地生態研究会、後援：国土交
通省東北地方整備局三春ダム管理所、応用生態工
学会、応用地質株式会社応用生態工学研究所、一
般財団法人水源地環境センター）参加者68名

・�「ダム下流の土砂・河床地形管理に関するセミ
ナー」（2017年1月26日）大阪市（主催：水源地
生態研究会、後援：応用生態工学会、一般財団法
人水源地環境センター）参加者126名

・�「ダム周辺生態系に関するセミナー：水生生物個
体群の分断影響と保全」（2017年11月14日）松山
市（主催：水源地生態研究会、後援：国土交通省
四国地方整備局、応用生態工学会、一般財団法人
水源地環境センター、協力：応用生態工学会松山）
参加者74名

・�「ダム下流の生態系保全に関するセミナー」（2018
年1月25日）名古屋市（主催：水源地生態研究会、
共催：豊田市矢作川研究所、後援：国土交通省中
部地方整備局、応用生態工学会、一般財団法人水
源地環境センター、協力：応用生態工学会名古屋）
参加者150名

研究成果のうち、すでに実際の河川環境管理に用い
られているものとしては、データ活用研究グループの
前期に作成されたダム湖の植物プラクトンのチェック
リストがある。これは、ダム湖の水質調査や生物調査
における植物プランクトン調査の精度を管理するた
め、同定のレベルを規定し、同定の参考になる資料を
提供するためのものであり、成果は、　https://www.
kahaku.go.jp/research/db/botany/dam/に お い て 公
開されている。このリストは、現在国土交通省が各ダ
ムにおいて実施している「河川水辺の国勢調査」にお
いて準拠すべきリストになっている。

5．おわりに

1998年から始まった水源地生態研究会議の報告書
（水源地生態研究会議、2008）の緒言で当時の特別顧問・
橘川次郎は、次のように述べている。長くなるが引用
し、この2008年以降の成果と課題、今後の課題を考
えてみたい。
「現在ある日本の景観は人工的なものである。しか

し古来培われてきた自然的な要素がその中に含まれて
いる。すなわち日本の自然とはその歴史や文化と切り
離すことができないものである。とすれば自然を保護
するということは自然を人間社会から切り離して保護
することではなく、人間の活動と一体になった、里山
の保存にみられるようなやり方が望まれる。水田が必
要悪でないようにダムも必要悪ではないという立場に
立てば、あぜ道をコンクリートにしない様にダムの周
辺にも自然を残したくなる。もっと積極的に、日本の
景観が水田のある風景で代表されるとなれば、小規模
なダムや古いダム湖は日本的自然の中に取り入れてし
まってよい。河川環境の整備と保全は河川管理をし易
くするのが主目的ではなく、それ自体自然保護を目的
とするものである。」「ダムの運用、管理などによる自
然生態系への影響は、現在でも正確には把握されてい
ない。ただ、貯水による水質の変化や、流況の変動に
よる下流域での土砂減少など、生態系がその健全性を
失っている兆候は見逃せない。」

2008年以降の我々の研究、さらにその前の10年間
の水源地生態研究会議の成果により、ダムとダム湖、
及びその管理が、水源地、ダム湖、下流域の生態系に
与える影響は、かなり明らかになってきた。狭い国土、
山地河道に建設されてきた日本のダムとダム湖は、大
陸のダムやダム湖とは異なる特性があり、それに対応
した、あるいは日本型のダム管理とダムを含む自然保
護の必要性は、この研究会の個別の成果からも明らか
になってきた。しかし、それらの知見をもとにして、
どの様なダム管理が望ましいかについての、具体的な
提言が十分にできたかどうかには、まだまだ自信がな
いと言わざるを得ない。

ここ数年の、あるいは今後の気候変動に伴う河川災
害の激甚化に伴い、ある意味では劇薬ともいえるダム
の活用や新規ダム建設について、改めて検討がなされ
るかもしれない。しかし、そこにおいても自然保護が
内部目的とされなければならないのは、橘川の指摘を
待つまでもない。この20数年に及ぶ研究が、ダムと
自然保護の両立に貢献すること、経済合理性とともに
次世代の環境合理性も含めたダム管理、河川管理に貢
献することを祈念したい。 
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